
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２期目が 

スタートしました 
 みなさんのお力で、市議会

議員２期目へと押し上げてい

ただくことができました。 

お寄せいただいたみなさん

のご期待に応えられるよう、

今期もがんばって活動してま

いります。 

★今回の選挙の様子★ 

 小学生や中学生との対話が

はずみました。「（お家の人が）

給食費大変だって」「お母さん

も、（中学校も）給食が良いと

言っています」など、ご家庭内

のリアルな声も届きました。 

中学校全員給食・給食費無

償化をみなさんと力を合わせ

て実現させましょう！ 

活動報告・今後の日程 

５月１日 三多摩メーデー 

 井の頭公園で開催された労

働者のおまつり。今年も参加し

てきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月３日 憲法大集会 

「あらたな戦前にさせない！

守ろう平和といのちとくらし」

有明防災 

公園で開 

催された 

大集会。 

“平和の 

準備を！” 

 

５月７日 市議団宣伝 

日本共産党東村山市議団、恒

例の市内宣伝です。１３町を回

ります。 

 

５月１２日 「憩いの家」 

裁判判決 

憩の家委託料について、４年

に渡って争われてきた裁判。い

よいよ判決が出ます。どなたで

も傍聴できます。東村山駅発着

の貸し切りバスも出ますので、

お気軽にお問合せください。 

 

 

★選挙中に感じたこと★ 

 市内をまわっていて、高齢の

方が、ご自身のシルバーカーや

ちょっとした段差に腰をかけ

て休まれている姿を多く目に

しました。安心して休息できる

ベンチが少なすぎます。自動車

の免許返納、公共交通の不便さ

もある中、歩行中の休憩もでき

ない状況では、外出の機会は減

少しがちです。また、新築住宅

が増える一方で空家も目立ち

ます。 

ベンチの設置や、近所の空家

を利用してちょっと集える場

があるだけでも、外へ出かけて

みたいと思えるのではないで

しょうか。 

社会参加につながる人と人

とのコミュニケーションの場

づくり、高齢のかたの健康・体

力維持への応援は大切です。 

 「だれ一人取り残さない」と

する市の宣言をぜひ実行させ

たい！と、強く思いました。 

 

 

 ＜秋津事務所＞ 

秋津町４－39－71  

 ＜青葉事務所＞ 

青葉町 2－28－6  

８時間働けば 

暮らせる社会へ！ 

新市議団の４人 尾崎都議、宮本衆院議員と 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東村山民報 ２０２３年５月号外 山田たか子活動紹介です。 

◇東村山民報社◇ 小松恭子 東村山市美住町１－２－５ 

レインボープライド～誰もが尊重される社会へ 

高齢者救急代理通報・ 

住宅火災代理通報システムのご利用を 

③固定電話回線が敷設してあること 

④地方税法に規定された年間の合計所得

金額が 200万円未満のかた 

≪利用料≫ 

住民税が課税のかた………月額 300円 

住民税が非課税のかた……無料 

≪住宅火災代理通報システム≫ 

救急代理通報システム利用者で、居住環

境等により、防火・避難に配慮を要するか

た。 

ご利用には申込みが必要です。 

山田までお気軽にお声かけください。 

選挙と重なった２３日、代々木公園ではＬ

ＧＢＴＱなど、性的少数者が自分らしく前向

きに生きられる社会の実現を目指すイベント

「東京レインボープライド 2023」が開かれ

ました。 

今回のテーマは「変わるまで、続ける」。 

会場内には１７０の企業・団体が 

出店し、東村山市も出店しました。 

「無知が偏見・差別をうむんです」ハンセン

病の元患者さんの言葉がよみがえります。今

なお、苦しんでいる方がたくさんいます。よ

り多くの人が幸せになれる社会、より多くの

方が安心して暮らせる社会へ！ＬＧＢＴＱ差

別禁止法や同性婚を認める法制度の実現が急

がれています。 

多様な性を象徴する虹色の旗（フラッグ）

今回の選挙では、マスクや日本共産党 

のロゴも、虹色を取り入れました。 

３月の市議会では 

「婚姻平等法案の可決成立（同性婚の法制化）

等を求める陳情」が市民から提出され、議会

で審議されました。 

「これまでは家が中心の歴史。 理解を得る

には時間がかかる」「この法整備はこれから国

会で議論を進める。現段階で（市議会では）

賛成できない」と、自民党議員が反対。 

共産党は「パートナーの入院などの緊急時

に立ち会えない。周囲に関係が知られること

を恐れ、救急車を呼べない等は、見過ごすこ

とができない重大な人権問題。東村山市男女

共同参画市民宣言のもと、差別を一刻も早く

終わらせること、すべての市民の人権侵害を

なくすことが重要」と討論。共産党をはじめ、

東村山では多くの議員が賛成して採択されて

います。 

✤山田たか子    ✤いま しんぶん赤旗 がおもしろい！ 

ＨＰ           日刊紙 月３，４９７円（一部売１３０円） 

              日曜版 月９３０円 （一部売２４０円） 
                       日刊紙 電子版（月 3,497円） 

緊急時の連絡手段は準備されていますか？

お一人暮らしのご高齢の方が増えています。

ある方から「以前倒れた時、自宅ではなく買

い物中で、周囲に人が居てくれたことで助か

った」というお話を伺いました。 

東村山市では、緊急時にボタンを押すこと

で警備会社に通報し、救助につなげるシステ

ムが用意されています。 

次の条件にすべて該当される 

場合は、ぜひご利用ください。 

①65 歳以上の 1 人暮らし、又は 65 歳以上の

かたのみの世帯のかた 

②身体上の慢性疾患があることなどにより、日

常生活を営むうえで常時注意を要するかた 


